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第18回第

共
同
経
営
で
規
模
拡
大

ス
キ
ピ
オ
ス
プ
リ
ン
グ
ス
デ
イ
リ
ー

　

モ
ー
ガ
ン
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
出
身

で
、
父
は
大
学
の
教
授
。
卒
業
後
は

農
場
従
業
員
と
し
て
働
き
、
１
９
９

１
年
に
同
じ
農
場
で
働
い
て
い
た
従

業
員
と
農
場
を
始
め
、
１
，２
０
０

頭
ま
で
規
模
を
拡
大
。
２
０
０
２
年
、

非
農
家
で
同
じ
大
学
出
身
の
ジ
ョ
ン

と
互
い
の
貯
蓄
を
原
資
に
500
頭
で
新

た
に
こ
の
農
場
を
始
め
ま
し
た
。
始

め
は
土
地
は
持
た
ず
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
か
ら
粗
飼
料
を
購
入
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
560 

ha
（
１
ha
：
166
万

円
）
を
所
有
、
低
コ
ス
ト
モ
デ
ル
を

目
指
し
粗
飼
料
は
自
己
で
賄
っ
て
い

ま
す
。

　

１
，１
０
０
頭
を
搾
乳
し
て
い
る

第
１
農
場
に
続
き
、
２
０
０
９
年
に

は
700
頭
規
模
の
第
２
農
場
を
設
立
し
、

そ
れ
ぞ
れ
１
，３
０
０
頭
・
１
，０
０

０
頭
、
全
体
で
２
，３
０
０
頭
の
増

頭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
経
営
に
つ
い
て
は
「
家
族
じ

ゃ
な
い
か
ら
上
手
く
い
っ
て
い
る
。

お
互
い
を
尊

敬
す
る
こ
と

が
重
要
。
設

立
し
た
２
０

０
２
年
は
土

地
も
人
手
も

無
か
っ
た
が
、

今
は
全
て
あ

る
。
人
と
の

繋
が
り
が
大

切
」
と
話
す

モ
ー
ガ
ン
。

こ
の
牧
場
で

は
、
モ
ー
ガ
ン
が
自
社
プ
ラ
ン
ト
責

任
者
と
し
て
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
東
南

ア
ジ
ア
や
日
本
な
ど
の
海
外
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
人

口
が
多
い
も
の
の
過
剰
供
給
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
輸
出
の
販
路
を
確
保

す
る
こ
と
が
今
後
重
要
に
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　最終回では、各視察牧場の概要とまとめを報告いたします。
参加・報告者：西春別支所 営農課経営相談係長　茂木　直矢

家族用の従業員住宅を用意するのが基本

牛舎内では砂ベッドを使用

12頭ダブルのパラレルパーラー。
４回搾乳・個体乳量 50kg/頭
体細胞12万

左からモーガンとジョン
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家
族
経
営
で
規
模
拡
大

レ
ー
マ
ン
一
家

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
で
、

第
１
次
世
界
大
戦
後
に
祖
父
が
酪

農
を
始
め
た
レ
ー
マ
ン
一
家
は
、
父

親
と
息
子
２
人
の
計
３
人
。
兄
は

草
地
を
担
当
し
、
弟
の
ニ
ー
ル
が

牛
と
飼
料
プ
ラ
ン
ト
を
担
当
し
て

い
ま
す
。１
９
９
３
年
に
400
頭
か
ら

１
，１
０
０
頭
に
、
１
９
９
７
年
に

は
800
頭
の
増
頭
、
以
後
３
年
お
き

に
増
頭
を
続
け
、
現
在
４
，５
０
０

頭
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
導
入
し
た
100
Ｐ

の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
は
、
１

周
９
分
と
い
う
驚
異
の
ス
ピ
ー
ド

で
、
幅
は
1.6
頭
分
、
初
産
の
馴
致

訓
練
も
せ
ず
、
牛
は
逃
げ
場
が
な

い
た
め
勝
手
に
自
ら
入
っ
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
均
産
次
３
産
で
、
種
付
50
日
、

20
％
は
Ｐ
Ｇ
を
投
与
、
80
％
は
自

然
発
情
、
空
胎
日
数
112
日
、
搾
乳

日
数
180
日
、
初
産
分
娩
25
ヵ
月
齢
、

雌
雄
判
別
精
液
を
使
用
し
、
未
経

産
牛
は
預
託
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
分
娩
後
３
日
目

の
血
中
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
測
定

（
10
・
０
が
理
想
。
３
割
が
8.5
前

後
）
し
な
が
ら
周
産
期
疾
病
対
策

に
も
努
め
て
い
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　

各
牧
場
の
視
察
を
通
し
て
、
飼

養
管
理
に
お
い
て
は
常
に
何
か
が

起
こ
る
前
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
事

前
に
何
も
問
題
が
起
き
な
い
状
況

を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。
経
営
管
理
に
お
い

て
は
、
日
本
の
酪
農
と
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
ミ
ュ
ラ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
経
費
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
①

牛
１
頭
当
た
り
②
生
乳
１
㎏
当
た

り
③
ト
ラ
ク
タ
ー
１
台
当
た
り
）

に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
や
コ
ス
ト
意

識
、
規
模
拡
大
の
た
め
の
条
件
な

ど
、
所
得
向
上
に
向
け
た
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
経

営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
・

雇
用
問
題
へ
の
一
打
開
策
と
し
て
、

ダ
ブ
ル
オ
ー
ナ
ー
や
、
第
２
・
第

３
農
場
の
展
開
、
法
人
化
に
よ
る

経
営
継
承
な
ど
、
新
た
な
経
営
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
、
組
合
員
の
皆

様
に
提
案
が
で
き
る
よ
う
自
己
研

鑽
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
る

視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

レーマン牧場の乾乳舎。低カルは農場全体
で 1 頭いるかいないか

搾乳はプレディッピング１人・清拭２人・装着１人
・ポストディッピング１人の計５人体制。
個体乳量 42kg/頭・蛋白 3.2％・乳脂肪 3.9％
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氏　　名

丹羽　博文

大門　貴幸

矢部　譲治

中野目昌俊

浦山　大地

山賀　秀一

齊藤　俊英

佐久間　俊

早坂　一彦

佐久間　淳

会　　　長

副　会　長

副　会　長

理　　　事

理　　　事

理　　　事

理　　　事

理　　　事

代 表 監 事

監　　　事

支　部

別　　海

西 春 別

根　　室

上 春 別

上 春 別

別　　海

西 春 別

根　　室

別　　海

上 春 別

新役員体制（敬称略）

　

１
月
28
日
、
別
海
本
所
会
議
室
で
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
乳
牛
改

良
同
志
会
第
10
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
20
名
・
来
賓

６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
Ｊ
Ａ
を
代
表
し
て
田
中
博
行
代
表
理
事
専

務
・（
一
社
）
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道 

藤
田　

功 

道
東
事

業
所
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
議
長
に
は
上
春
別
支
部
の
粟
野

翔
太
さ
ん
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
全
道
共
進

会
の
中
止
な
ど
、
一
部
行
事
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
来
年
度
も
引
き
続
き
、
各
種
共
進
会
へ
の
積
極
的
な
参

加
・
講
習
会
等
の
開
催
・
個
体
消
流
の
確
立
・
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
宣
伝
広
告
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
事
業
報
告
・
計
画

が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

ＪＡ道東あさひ乳牛改良同志会
第１０回通常総会

丹
羽
博
文
会
長
が
続
投

第13回理事会報告　平成31年2月26日開催
議案第１号　　規程類の一部変更について　
議案第２号　　平成31年度内部監査実施計画について　
議案第３号　　平成31年度経営基本方針と予算編成について　
議案第４号　　今後の事業運営の方向性について　
議案第５号　　役員報酬審議会答申書について　
議案第６号　　「ＪＡバンク基本方針」の変更について　
議案第７号　　一般組合員に対する住宅ローンの貸付について　
議案第８号　　准組合員に対する農業経営基盤強化資金（信連委託貸）及
　　　　　　　び信連ステップアップ資金の事務取扱について　
議案第９号　　理事者に対する農業経営基盤強化資金（信連委託貸）の事
　　　　　　　務取扱について　
議案第10号　　特定組合員の選定及び解除と担当理事・職員の配置につい
　　　　　　　て　
議案第11号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計について
議案第12号　　生乳汚染賠償責任保険の継続加入について　
議案第13号　　平成31年度北海道酪農体質強化対策事業の実施について　
議案第14号　　平成30年北海道胆振東部地震・台風21号による被災組合員
　　　　　　　に対する救援募金の支払について　　

協議事項１　　地区懇談会の開催について　
協議事項２　　組織機構の一部変更について　
協議事項３　　賦課金・料率に係る素案について　

報告事項１　　各部委員会の経過報告について　
報告事項２　　第３四半期末監事監査に係る取りまとめ結果について　
報告事項３　　監事監査の実施について（期末実地棚卸監査及び第４四半
　　　　　　　期末監事監査）　
報告事項４　　貸借対照表及び損益計算書（１月末）について　
報告事項５　　組合員の動向（１月末）について　
報告事項６　　コンプライアンス委員会に係る経過報告について　
報告事項７　　人事異動について　
報告事項８　　融資審査会の結果について　
報告事項９　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の
　　　　　　　処理状況について　
報告事項10　　総体的なリスク量管理について　
報告事項11　　特定組合員実績（1月末）について　
報告事項12　　地区酪対役員会の結果について　
報告事項13　　販売事業実績（１月末）について　
報告事項14　　購買事業実績（１月末）について　
報告事項15　　行事予定について　
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生乳処理室の整理整頓
～処理室の乱れは、乳質の乱れ～
　食品を管理する処理室はいつでも清潔な場所にしたいですよね。また、整理整頓された環境は、
従業員の方やヘルパーの方も働きやすく、作業効率も高まります。
　「やらなくちゃと思っていたけど…、整理整頓が苦手…」という方のために、今回はポイントを
まとめました。清潔な処理室で良質な乳生産をしましょう！

集乳記録

道具は目的に合わせて
まとめて置く

縦のスペースを有効活用

処理室が狭い場合は、棚や
つっぱり棒を活用して、縦
のスペースを有効活用しま
しょう！

不要なものは捨てる！
●領収書、伝票、FAXなどは
　目を通し、必要なければ捨
　てる
●一定期間使わなかった物は
　「いらない物」として
　捨てましょう！

在庫管理「あえて見せる」
段ボールから出して、透明な
棚やBOXを活用すると、在庫
の把握が明確！

ゴミは分別ゴミは分別ゴミは分別棚を作成棚を作成棚を作成

置き場所が決まっていると、
従業員やヘルパーの方も探し
やすい

床には直接物を置かない そうじを簡単に！ 壁は「汚れが落ちやすい素材」を使用

搾乳セット搾乳セット搾乳セット

水洗いしやすいように、
工夫すると楽ですね♪

すのこ、棚などを活用 劣化したコンクリート劣化したコンクリート FRPで塗装劣化したコンクリート FRPで塗装FRPで塗装
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新しい牧草品種のご紹介
酪農試験場　飼料環境グループ　角谷　芳樹

　

本
年
度
、
北
海
道
優
良
品
種
に

認
定
さ
れ
た
新
品
種
１
品
種
と
平

成
30
年
度
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ

た
２
品
種
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
品
種
も
酪
農
試
験
場

（
旧
：
根
釧
農
業
試
験
場
）
を
含

む
全
道
各
地
域
で
栽
培
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
優
良
品
種
に
認
定
さ
れ
た
品
種
】

○
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
「Aber Lasting

」

　
「A

b
er
L
astin

g
」
は
雪
印
種

苗
株
式
会
社
が
英
国
か
ら
導
入
し

た
中
葉
型
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
品
種
で

す
。
こ
の
品
種
の
長
所
は
、
イ
ネ

科
牧
草
に
対
す
る
競
合
力
が
穏
や

か
で
、
生
育
を
抑
圧
し
に
く
い
と

こ
ろ
で
す
。
以
下
に
具
体
的
な
特

徴
を
紹
介
し
ま
す
。

　

シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
中
葉
型
品
種

「
ソ
ー
ニ
ャ
（
標
準
）
」
と
比
較

し
て
、
採
草
利
用
で
は
、
チ
モ

シ
ー
と
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
の
合
計
収

量
は
全
道
平
均
で
標
準
比
99
％
と

同
程
度
で
す
が
、
チ
モ
シ
ー
は
標

準
比
107
％
、
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
は
標

準
比
74
％
で
、
チ
モ
シ
ー
と
の
競

合
力
が
穏
や
か
な
特
徴
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
、
放
牧
を
想
定
し

た
多
回
刈
り
利
用
で
は
、
ペ
レ
ニ

ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
と
シ
ロ
ク
ロ
ー

バ
の
合
計
収
量
は
標
準
比
91
％
と

や
や
少
な
い
で
す
が
、
ペ
レ
ニ
ア

ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
標
準
比
120
％
、

シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
は
標
準
比
60
％
で
、

多
回
刈
り
利
用
に
お
い
て
も
競
合

力
が
穏
や
か
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
採
草
、
放
牧
い
ず
れ
の
利

用
方
法
で
も
基
幹
イ
ネ
科
草
種
の

被
度
は
高
く
推
移
し
、
シ
ロ
ク

ロ
ー
バ
の
被
度
は
、
低
く
推
移
す

る
こ
と
か
ら
も
イ
ネ
科
牧
草
に
対

す
る
生
育
の
抑
圧
程
度
が
「
ソ
ー

ニ
ャ
」
よ
り
も
低
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
耐
寒
性
に

つ
い
て
、「
ソ
ー
ニ
ャ
」
よ
り
や

や
強
い
こ
と
か
ら
、
根
釧
地
域
で

も
安
定
し
て
栽
培
で
き
る
こ
と
が

望
め
ま
す
。
利
用
方
法
と
し
て
は

採
草
、
放
牧
の
い
ず
れ
も
可
能
で
、

イ
ネ
科
牧
草
と
の
混
播
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

種
子
の
供
給
は
２
０
２
０
年
か

ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
販
売
開
始
の
品
種
】

○
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
「
タ
ホ
ラ
Ⅱ
」

　
「
タ
ホ
ラ
Ⅱ
」
は
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会
が
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
導
入
し
た
シ
ロ

ク
ロ
ー
バ
小
葉
型
品
種
で
す
。

　

放
牧
を
想
定
し
た
多
回
刈
り
利

用
で
「
タ
ホ
ラ
」
と
比
較
し
て
、

チ
モ
シ
ー
と
混
播
し
た
際
の
合
計

収
量
は
同
程
度
で
、
兼
用
利
用
に

お
い
て
は
多
収
で
す
。
ま
た
、
永

続
性
に
優
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

栽
培
は
北
海
道
全
域
で
可
能
で
す

が
、
放
牧
用
と
し
て
、
チ
モ
シ
ー

と
の
混
播
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ア
カ
ク
ロ
ー
バ
「
Ｓ
Ｗ
ト
ル
ン
」

　
「
Ｓ
Ｗ
ト
ル
ン
」
は
ホ
ク
レ
ン

農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
導
入
し
た
ア
カ

ク
ロ
ー
バ
晩
生
品
種
で
す
。

　

採
草
利
用
で
「
ア
レ
ス
」
と
比

較
し
て
、
チ
モ
シ
ー
と
混
播
し
た

際
の
合
計
収
量
が
全
道
平
均
で
多

収
で
あ
り
、
越
冬
性
に
優
れ
る
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
す
る
際
は

チ
モ
シ
ー
中
生
品
種
と
の
混
播
で

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Aber Lasting ソーニャ
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【酪農経営科】活動内容を報告
　１月２９日（火）本校体
育館にて農業クラブの東北
海道実績発表大会に出場し
た３発表と海外研修の１発
表を、全校生徒の前で発表
しました。この取り組みは、
酪農経営科の活動内容を普
通科の生徒にも知ってもら
うために始めたものです。普段は接することが少ない
普通科生徒も、酪農経営科生徒のプロジェクト発表を、
熱心に聞いていました。

【酪農経営科】全道実績発表大会
　１月３０日（水）～２月１日（金）に、日本学校農
業クラブ北海道連盟全道実績発表大会が名寄産業高校
にて開催されました。本校からは分野Ⅰ類に飼料作物
研究班が出場しました。参加生徒は今回の大会をとお
して、各地域で勝ち抜いてきた学校のハイレベルな発
表を聞くと同時に課題解決
について取り組んだ成果を
発表する経験を積むことが
できました。参加した生徒
からは「入賞できず悔しい
思いをしたが、来年度も全
道大会に出場し、入賞でき
るようこれからも頑張って
いきたい。」といった感想と来年度への意気込みが聞
かれました。惜しくも入賞は逃しましたが、今後の専
門分会活動に今回の活動を還元してくれるものと思い
ます。

【酪農経営科】次年度の専門分会班
　酪農経営科では、次年度に向けたプロジェクトチー
ムがそれぞれ計画立案や、各関係機関との連絡調整な
どの活動を始めています。次年度の専門分会班は以下
のとおりです。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　酪農経営科では次年度も引き続き各班の具体的な活
動紹介をさせていただきます。

【専攻科】学友会年度末総会
　１月２２日（火）に学友
会年度末総会を実施しまし
た。今年度の事業について
の反省や予算執行について
の議案が中心でしたが、全
て全会一致で承認されまし
た。また、次年度の役員に
ついても積極的な立候補の
結果全会一致で承認され、次のように決定しました。
今後の活躍に期待致します。
　　会　長　　古谷　吹雪（別海）
　　副会長　　河島　竜平（標津）
　　理　事　　森田　　岬（別海）
　　監　査　　笛木　兵吾（標茶）

【専攻科】第３回酪農技術現地研修会
　１月２５日（金）専攻科
ゼミ室において第３回酪農
技術現地研修会を実施しま
した。午前は中標津町西竹
で就農されている岡田様ご
夫妻より「４０歳!!で新規
就農」と題して長年企業に
勤務された後、退職し西竹
にて夫婦二人で経営してこられた経験などを講演して
頂きました。午後からは、税理士法人オーレンス税務
事務所の保科様より「個人事業主が納める消費税・所
得税について」と題して、主に確定申告や納税につい
て詳しく講演していただきました。学生は、今後経営
していくにあたり興味深い内容であったので、メモを
取りながら質問している姿がありました。

【専攻科】加工実習
　２月８日（金）、２月１２
日（火）に加工実習を行い
ました。８日はべつかい乳
業興社にて、松原様と須郷
様のご指導の下、パン製造
を行いました。生地の段階
から数種類の菓子パンを焼
き上げ、本格的なものを作
る事が出来ました。大量にできあがる焼きたてパンを
試食した学生からは、「市販のパンの製造方法を知る
事ができ感動しました。」との感想がありました。ま
た、１２日は営農センターにてソーセージ製造を実施
しました。専攻科所有の小規模機械を使用し、学生か
らは「前回の実習では大規模な機械で製造したので、
楽に感じる部分もありましたが、小型機械を使ってみ
て大変さを実感しました。」との感想がありました。

他校の参加生徒とともに

全校生徒の前で発表

学友会年度末総会の様子

第3回酪農技術現地研修会の様子

加工実習の様子

資源循環班飼料作物班

乳製品加工班動物バイオ班
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宮
入
教
授

　

Ｊ
Ａ
と

生
協
連
間

で
連
携
協

定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

　

地
域
課

題
も
様
々

あ
り
、
Ｊ
Ａ
だ
け
で
、
生
協
だ
け
で
、

で
は
な
く
、
協
同
組
合
が
連
携
し
て
新

た
な
課
題
に
対
応
で
き
る
の
で
は
と
い

う
観
点
で
討
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
友
顧
問　

東
北
の
被
災
地
で
は
農
業

や
漁
業
再
生
の
た
め
土
壌
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
（
放
射
能
測
定
）、
漁
場
再
生
、

農
地
の
が
れ
き
処
理
な
ど
で
、
生
協
組

合
員
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

漁
業
で

は
、
壊
滅

し
た
三
陸

の
カ
キ
の

養
殖
を
、

ラ
イ
バ
ル

で
あ
る
広

島
が
稚
貝

を
提
供
し
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
協
同

組
合
に
は
、
地
域
や
分
野
を
超
え
て
連

携
す
る
底
力
が
あ
る
の
で
す
。
多
様
な

人
々
が
互
い
に
支
え
あ
う
協
同
組
合
の

可
能
性
は
、
垣
根
を
越
え
た
連
携
に
こ

そ
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

生
協
側
か
ら
見
た
Ｊ
Ａ
へ

の
期
待
、
連
携
し
て
で
き
る
こ
と
、
今

後
の
課
題
、
期
待
な
ど
を
教
え
て
下
さ

い
。

青
竹
常
務　

協
同
組
合
が
全
国
に
持
つ

施
設
は
、
３
６
，５
０
０
と
小
学
校
区

１
つ
あ
た
り
２
つ
あ
る
計
算
に
な
り
ま

す
が
、
遊
休
施
設
も
あ
る
。
生
協
は
施

設
が
少
な
い
の
で
、
一
緒
に
活
用
で
き

れ
ば
助
か
る
。
組
合
員
・
職
員
が
一
緒

に
取
り
組
め
ば
、
よ
り
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
を
見

つ
け
て
、

や
っ
て
い

き
た
い
。

　

生
協
連

で
災
害
対

策
も
担
当

し
た
が
、

災
害
時
、
生
協
と
Ｊ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
で

被
害
把
握
と
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
助
け
合
い
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
食
材
な
ど
の
支
援
物
資
を
Ｊ
Ａ
か

ら
も
頂
け
れ
ば
、
生
協
の
ト
ラ
ッ
ク
で

運
べ
ま
す
。
今
年
は
、
災
害
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
連
携
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

Ｊ
Ａ
施
設
と
生
協
の
流
通

網
を
生
か
す
と
、
も
っ
と
力
強
い
繋
が

り
の
中
で
、
事
業
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

常
呂
の
漁
協
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
内
容
を

教
え
て
下
さ
い
。

小
野
寺
副
会
長　

山
に
木
を
植
え
る
こ

と
か
ら
連
携
が
始
ま
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
や
石
灰
工
場
を
Ｊ
Ａ
と
漁
協
で

協
同
し
て
経
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

漁
協
者
が
、
ホ
タ
テ
の
稚
貝
を
撒
く
時

に
は
、
農
家
組
合
員
の
若
い
人
も
手
伝

い
に
行
き
、
漁
業
者
も
、
農
家
が
忙
し

い
時
に
は
手
伝
う
な
ど
、
地
域
産
業
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
守
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚

生
連
に
も
入
っ
て
も
ら
い
、
老
人
ホ
ー

ム
建
設
費
用
を
Ｊ
Ａ
と
漁
協
で
出
し
合

う
な
ど
、
協
同
組
合
間
で
連
携
し
て

し
っ
か
り
対
応
す
る
。

　

地
域
か
ら
人
が
い
な
く
な
る
と
、
店

や
学
校
が
な
く
な
り
、
大
変
な
事
態
に

な
り
ま
す
。

一
生
涯
、

農
業
者
は

土
と
と
も

に
生
活
で

き
、
漁
業

者
は
魚
を

捕
れ
る
よ

う
、
家
族
経
営
を
大
事
に
し
た
い
。
地

域
内
で
の
協
力
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

地
域
で
ず
っ
と
生
き
て
い

く
想
い
が
あ
っ
て
初
め
て
、
地
域
で
協

力
で
き
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
漁
業

の
労
働
力
が
足
り
な
い
時
に
、
農
業
者

が
手
伝
う
連
携
の
話
は
す
ご
い
。
多
く

の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
事
例
で
す
。

　

地
域
課
題
が
多
様
化
す
る
中
、
協
同

組
合
が
核
と
な
り
、
連
携
す
る
形
を
考

え
る
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

生
協
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
で
職
員
の
連

携
・
出
向
な
ど
の
人
的
交
流
の
状
況
を

教
え
て
頂
き
た
い
。

青
竹
常
務　

実
例
は
多
く
な
い
で
す
が
、

鹿
児
島
で
は
、
経
済
連
に
コ
ー
プ
の
中

堅
職
員
が
経
済
連
か
ら
も
コ
ー
プ
に
出

向
し
、
商
品
の
共
同
開
発
も
進
め
て
い

ま
す
。
連
携
を
深
め
る
に
は
、
人
と
人

の
交
流
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

協
同
組
合
同
士
で
相
互
に
学
び
合
う

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
の
学
習
会
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
通
じ
、
困
っ
た

時
に
相
談
で
き
る
人
間
関
係
が
で
き
れ

ば
、
連
携
の
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

　

茨
城
で
は
、
Ｊ
Ａ
、
生
協
を
含
む
41

の
協
同
組
合
・
団
体
で
協
同
組
合
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。
無
理
に

進
め
ず
、
お
互
い
に
強
み
を
持
ち
寄
り
、

ダ
メ
元
で
も
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
。

「
ゆ
る
や
か
」「
あ
い
の
り
」「
や
っ
て
み

る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
活
動
で
す

が
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
協
同
組
合

間
連
携
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
号
議
案
で
、
地
域
の
様
々
な
団

体
・
自
治
体
等
と
の
連
携
も
掲
げ
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
者
同
士
、
考
え
方
も

歴
史
も
違
う
の
で
、
色
々
あ
る
と
思
い

災被緒から運た感宮

第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
（
平
成
30
年
11
月
13
日
）

　

〜
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〜

「
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
」

 

２
月
号
に
続
き
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
当
日
に
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。宮入　　隆　氏

北海学園大学 教授

行友　　弥　氏
㈱農林中金総合研究所
顧問　特任研究員

小野寺俊幸　氏
ＪＡ北海道中央会副会長
ＪＡところ　会長理事

青竹　　豊　氏
（一社）日本協同組合連携機構
（ＪＣＡ）常務理事
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ま
す
が
、
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
、
連

携
を
進
め
る
う
え
で
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

宮
入
教
授　

上
手
く
い
っ
た
事
例
は
紹

介
さ
れ
ま
す
が
、
色
々
な
失
敗
も
あ
る

と
い
う
話
で
、
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で

み
な
い
と
成
功
も
出
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

や
っ
て
み
て
、
お
互
い
に
学
び
合
う
。

学
習
会
な
ど
の
緩
や
か
な
形
で
情
報
交

換
を
通
じ
て
、
互
い
の
強
み
や
抱
え
る

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
連
携
の
種

に
な
る
と
い
う
示
唆
を
得
ま
し
た
。

行
友
顧
問　

少
し
話
が
ず
れ
ま
す
が
、

こ
ど
も
食
堂
の
支
援
を
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

東
京
中
央
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

元
々
、
強
い
理
念
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
食
堂
を
運
営

す
る
市
民
団
体
が
規
格
外
の
野
菜
を
食

材
と
し
て
分
け
て
欲
し
い
と
、
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
要
請
し
て
き
た
の

が
発
端
で
す
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
で
協
議
し

た
結
果
、
規
格
外
で
は
な
く
正
規
品
を

出
す
こ
と
に
な
り
、
差
額
を
Ｊ
Ａ
が
負

担
し
て
供
給
す
る
仕
組
み
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
の
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
に
出
席
す
る
な
ど
、
地
域

と
の
繋
が
り
が
強
ま
り
ま
し
た
。
食
堂

に
は
畑
の
写
真
が
貼
ら
れ
、
都
市
農
業

の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
食
育
の
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
を
畑
に

連
れ
て
行
き
、
農
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
話
も
出
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

地
域
課
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
模

索
を
重
ね
た
結
果
、
新
た
な
繋
が
り
が

で
き
て
地
域
が
強
く
な
る
。
そ
れ
が
望

ま
し
い
形
だ
と
思
い
ま
す
。
理
念
先
行

で
は
な
く
、
気
が
つ
い
た
ら
繋
が
っ
て

い
た
。
協
同
組
合
間
の
連
携
も
そ
れ
が

本
来
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
協
同
組
合
が
互
い
の
得

意
分
野
を
活
か
し
合
い
、
自
然
に
連
携

し
て
い
く
。
そ
う
な
る
芽
は
、
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
そ
れ
だ

け
地
域
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
。

宮
入
教
授　

気
が
つ
い
た
ら
連
携
し
て

い
た
取
り
組
み
が
ど
ん
ど
ん
あ
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
、
連
携
に
つ
い
て

お
話
し
下
さ
い
。

小
野
寺
副
会
長　

時
代
に
即
し
た
協
同

組
合
を
再
構
築
し
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ

ド
ー
レ
な
ど
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、
大

学
と
し
て
は
、
北
海
道
大
学
や
道
教
育

大
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

道
教
育
大
の
将
来
先
生
に
な
る
学
生

に
、
青
年
部
員
の
家
に
泊
ま
る
農
村

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
も
ら
い
、
農
業

の
現
場
・
実
態
を
見
て
頂
く
。
そ
し
て
、

先
生
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
し
っ
か
り

子
供
た
ち
に
農
業
を
教
え
て
も
ら
う
取

り
組
み
。
青
年
部
が
学
校
に
出
向
き
、

じ
ゃ
が
い
も
や
小
麦
の
作
り
方
を
伝
え

る
、
出
前
講
義
を
行
う
な
ど
色
々
な
形

の
連
携
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

協
同
組
合
の
価
値
を
ど
う
創
造
し
て

い
く
か
。
本
日
を
原
点
と
し
て
始
め
て

頂
き
、
新
た
な
協
同
組
合
の
あ
り
方
を

再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合
間

の
連
携
で
、
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

協
同
組
合
は
、
す
で
に
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
流
の
中
で
、
互
い
の
価
値
を
見
つ
め

直
し
、
新
た
な
連
携
が
生
ま
れ
、
そ
れ

が
皆
さ
ん
自
身
の
活
動
の
見
直
し
に
も

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

行
友
顧
問　

農
業
や
漁
業
の
取
材
を
し

て
感
じ
る
の
は
、
生
産
と
消
費
の
現
場

が
遠
い
こ
と
で
す
。
農
家
は
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
を
直
接
知
る
機
会
が
少
な
く
、

消
費
者
も
、
農
業
者
の
苦
労
や
想
い
を

受
け
止
め
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
す
れ

違
い
が
農
業
や
漁
業
を
衰
退
さ
せ
て
き

た
一
因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
や
漁
協
、
生
協
は
、
ま
さ
に
生
産
と

消
費
を
繋
ぐ
団
体
で
あ
り
、
連
携
を
強

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

昔
の
農
村
共
同
体
は
同
質
な
人
々
の

集
ま
り
で
し
た
が
、
今
は
農
業
者
の
規

模
や
作
目
、
経
営
形
態
も
様
々
。
地
域

に
は
農
家
で
な
い
住
民
も
大
勢
い
ま
す
。

互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
足
ら
ざ
る

部
分
を
補
い
、
助
け
合
う
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
が
目
指
す
べ
き
方
向
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

協
同
組
合
は
、
そ
の
要
に
な
れ
る
組

織
で
す
。
そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
、

今
後
の
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

青
竹
常
務　

第
２
号
議
案
で
、
協
同
組

合
の
理
念
に
基
づ
く
「
人
づ
く
り
・
組

織
づ
く
り
・
事
業
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
る
と
宣
言
し
て
お
り
、
改

め
て
こ
れ
が
協
同
組
合
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
協
同
組
合
が
皆
さ
ん
の
役
に
立

つ
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
参
り
た
い
。

宮
入
教
授　

組
合
員
が
多
様
化
す
る
中
、

組
合
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
か
ど
う
か
。
生
協
の
事
例
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
想
い
を

形
に
す
る
、
事
業
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

参
加
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る

１
つ
の
答
え
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
協
同
組
合
に
集
ま
る
か
ら

で
き
る
こ
と
を
、
整
理
し
て
捉
え
直
せ

ば
、
新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
に

繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
は
、
子
ど
も
食
堂
を
含
め
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ほ
と
ん
ど
当
て
は
ま
る
。

地
域
課
題
と
構
成
員
が
多
様
化
す
る
難

し
い
時
代
の
中
で
、
も
う
一
度
整
理
す

る
き
っ
か
け
と
し
て
頂
き
た
い
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
も
っ
と
多
様
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
発
信
す
る
た
め
に
も
、

新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
は
意
味

が
あ
り
ま
す
。
太
田
原
先
生
が
、
北
海

道
は
、
協
同
組
合
で
地
域
が
成
り
立
つ

コ
ー
プ
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
と
言
っ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
連
携
で
発

展
し
て
行
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

大会式典に先立ち、生協組合員から災害支
援金１億円の目録贈呈が行われました。
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
児
童

養
護
施
設
か
ら
の
卒
業
を
控
え
た
高

校
生
を
対
象
と
し
た
調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の

食
育
」
を
札
幌
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
立
支
援
活
動
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
興
正
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
お
り
、
今
回
で
６
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒
が

多
く
、
施
設
か
ら
巣
立
っ
た
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
食
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
健
康
に
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
10
名
が
参
加
し
、
身
体
に
必
要
な
栄
養
素

や
食
材
の
消
費
・
賞
味
期
限
な
ど
食
の
知
識
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
は
、

調
理
実
習
に
挑
戦
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
役
割
分
担
を
し
、

協
力
し
て
楽
し
く
料

理
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
野
球
観
戦
を
通

じ
て
子
供
達
に
夢
や
希
望
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
ド
リ
ー
ム

シ
ー
ト
」
に
協
賛
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
は
福
祉
団
体
を
通
じ
て
１
，２

０
０
名
余
り
の
子
供
達
を
招
待
し

ま
し
た
。

　
「
初
め
て
野
球
の
試
合
を
見
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。」「
声
が
か
れ

る
ほ
ど
応
援
し
ま
し
た
。」
等
の

感
想
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
子
供

達
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
Ｊ
Ａ
と
ホ
ク

レ
ン
は
労
働
力
確
保
が
深

刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
生
産
現
場
と
、
障
が
い
者
の

社
会
参
加
を
希
求
す
る
福
祉
側
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
目
指
す
農
福
連
携
研
修
会
を
昨
年
12
月
、
札
幌

市
内
の
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
大
学
研

究
者
や
実
際
に
障
が
い
者
を

雇
用
し
て
い
る
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
の
他
、
北
海
道
庁
職
員
ら

70
人
余
り
が
参
加
。
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

農
福
連
携
の
実
現
に
向
け
た

課
題
と
、
今
後
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
『
「
こ
ど
も
共

済
」
資
料
請
求
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
こ
ど
も
共

済
」
の
資
料
を
ご
請
求
い
た
だ
い
た
方
に
、

『
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
お

食
事
エ
プ
ロ
ン
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
平
成
31
年
３
月
20
日

（
水
）ま
で
で
、
先
着
６

０
，０
０
０
名
様
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
Ｊ
Ａ
共
済

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て

お
り
、
様
々
な
医

療
・
健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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育成

乳牛

区　　分 1　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
325,602t

102.8%

67,763t

102.8%

30,256t

104.0%

7,872t

104.8%

5,448t

109.9%

12,811t

101.4%

4,124t

103.4%

3,173,980t

99.8%

663,687t

100.5%

296,689t

100.8%

76,362t

102.0%

52,313t

104.7%

127,281t

98.8%

40,733t

100.3%

4.05%

4.06%

4.06%

4.12%

4.06%

4.11%

4.01%

4.06%

4.05%

4.13%

4.09%

4.12%

4.11%

4.17%

8.83%

8.82%

8.77%

8.77%

8.77%

8.76%

8.76%

8.76%

8.79%

8.81%

8.77%

8.75%

8.77%

8.76%

7.93円

6.51円

7.93円

6.51円

7.93円

6.51円

7.93円

6.51円

7.93円

6.51円

7.93円

6.51円

7.93円

6.51円

36.96円

36.72円

37.07円

37.20円

37.11円

37.15円

36.61円

36.66円

36.98円

37.34円

37.33円

37.20円

37.55円

37.69円

51.05円

50.49円

50.73円

50.21円

50.71円

50.13円

50.65円

50.10円

50.84円

50.40円

50.70円

50.06円

50.69円

50.11円

3.74円

3.74円

3.75円

3.78円

3.69円

3.78円

3.74円

3.77円

3.80円

3.81円

3.62円

3.77円

3.66円

3.78円

100.04円

97.46円

99.84円

97.70円

99.79円

97.58円

99.28円

97.05円

99.91円

98.06円

99.93円

97.54円

100.19円

98.10円

1月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

1
番

2
番

9
番

8
番11日 

7
番

6
番

5
番

4
番13日 

8
番

7
番

6
番

5
番20日 

8
番

9
番

7
番

6
番21日 

8
番

7
番

6
番

5
番27日 

3　

月

【全体運】感情的になりやすい期間。特に
　家族など、身近な人に口うるさくしない
　よう、冷静に。開運には手料理を作って
【健康運】健康を気にしすぎ。気楽に考え
　ましょう
【幸運の食べ物】セリ

【全体運】人との交流からうれしい刺激を
　もらえる予感。普段付き合う機会の少な
　い相手ほど、斬新な驚きを与えてくれそう
【健康運】運動するのに良い月。何か目標
　を立てて
【幸運の食べ物】カブ

【全体運】何事も急がずマイペースにやる
　ことで、物事がスムーズに運ぶはず。結
　果より、充実感を優先するとグッド
【健康運】胃腸に優しい食事にすると運気
　好転へ
【幸運の食べ物】シラス

【全体運】自信が芽生える星回り。様々な分
　野に挑戦したくなるので、動いてみて。意
　見やアイデアの発表も正解
【健康運】話題の健康法に注目を。体質に合
　いそう
【幸運の食べ物】ワカメ

【全体運】思い込みが失敗を招く原因になり
　がち。柔軟な発想を心掛けて。リラックス
　するには好きな香りの入浴剤が最適
【健康運】ゆったり構えて過ごすのが健康の
　秘訣（ひけつ）に
【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】小さなミスを連発しやすいよう。
　慣れている作業でも確認を忘れずに。周
　囲のアドバイスには謙虚に耳を傾けて
【健康運】運動することで、より健康に近
　づけます
【幸運の食べ物】パセリ

【全体運】気持ちが不安定になる気配。身の
　回りを片付けると気持ちが落ち着くので、
　試してみて。念入りな掃除も効果大
【健康運】体力過信はＮＧ。定期的に休息を
　取って
【幸運の食べ物】タイ

【全体運】前向きな気持ちになれます。た
　めらっていたことも積極的に取り組めば、
　好変化が。自己アピールも成功の兆し
【健康運】体をいたわって。無理なダイエ
　ットは×
【幸運の食べ物】ズワイガニ

【全体運】珍しく優柔不断になりやすい月。
　１人で悩まず、信頼できる人に相談を。半
　身浴や足裏マッサージが幸運
【健康運】平穏。ただし、食べ過ぎは体重増
　の原因に
【幸運の食べ物】オレンジ

【全体運】グンと視野を広げられそう。興
　味のあるセミナーを受けたり、体験教室
　に参加したりすると、新発見があるかも
【健康運】運動を習慣化することで、良い
　変化あり
【幸運の食べ物】アオヤギ

【全体運】ストレスを感じやすい時期です。
　背伸びをせず、着実な一歩を重ねていく
　のが◎。気晴らしには陶芸がお勧め
【健康運】睡眠が不足気味。質を高める努
　力が大事
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】運が味方してくれる好調期。やり
　たいことがあるなら、あれこれ考えず、思
　い切って飛び込んで。海外にもつき
【健康運】上々。整体などで体のバランスを
　整えて
【幸運の食べ物】ワケギ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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最
近
は
様
々
な
テ
レ
ビ
番
組
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、「
平
成
ラ
ス

ト
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
耳
に
し
た
り
、
新
元
号
を
予
想

し
た
り
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
天
皇
の
即
位
に
伴
う
新
元
号

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
に
閣
議

決
定
を
経
て
公
表
さ
れ
、
５
月
１

日
よ
り
改
元
さ
れ
る
見
通
し
と
な

っ
て
お
り
、
行
政
や
金
融
機
関
の

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
、
各
方
面
で

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
も
新
元
号
に
向
け

て
準
備
が
必
要
な
こ
と
や
、
新
し

く
始
め
た
い
こ
と
、
平
成
の
間
に

終
わ
ら
せ
た
い
こ
と
な
ど
を
整
理

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

14


